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注 文
受付中

　白砂青松の瀬戸内海が失われて何十年かの
月日がたった。ところが、瀬戸内海の西の端の周
防灘には、失われたはずの生き物たちが生きのび
ている奇跡の海があった。
　多くの研究者が、この生物多様性のホットス
ポットを訪ね、調査を積み重ねてきた。本書は、そ
の研究成果の概要を示すものである。
　一方、ここに原発計画が浮上して30年になる。
日本生態学会、日本ベントス学会、日本鳥学会は
公式に異議を申し立てている。
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いま、この瀬戸内海の生命線ともいえる海が、守られるかどうかの瀬戸際にきています。
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